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卵巣発育不全が多発するホルスタイン種育成牛群の駆虫が
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要 約

性成熟に達し、授精すべき月齢を過ぎても発情が発現せず、卵巣発育不全と診断されたホルスタイン種牛９

頭を対象とし、駆虫処置が血液性状に与える影響を調査した。対象牛は消化管寄生虫に感染し、被毛粗剛、体

高不足などが認められた。駆虫前の血液性状は健康牛と比べて赤血球数、ヘマトクリット値、ヘモグロビン、

アルブミンおよび総コレステロールが低値、またシアル酸は高値を示した。これらの所見は対象牛が貧血、低

蛋白状態にあり、また体内に炎症が存在することを示唆した。

駆虫処置後の多くの卵巣は小豆～大豆大に発育し、また一部では卵胞の発育にともなう発情も確認された。

血液性状はヘマトクリット値、ヘモグロビン、アルブミン、A／G比および血糖値が投与前と比べ、いずれも有

意な増加（p＜０．０１）を示し、シアル酸および γグロブリンに有意な低下（p＜０．０１）がみられた。

以上の結果から、駆虫製剤投与が育成牛群の栄養状態を改善し、また繁殖性を向上させることが示唆された。

したがって、未経産牛の卵巣発育不全の治療を行うには、まず栄養状態に注意し、発育不良の原因を排除・改

善することが重要である。
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性成熟を過ぎ、授精月齢に達した飼育牛の繁殖障害の

一つに卵巣発育不全がある。直接の原因は下垂体からの

黄体形成ホルモン（LH）の分泌不足が考えられるが、

その素因はエネルギー不足、蛋白不足、飼養環境、社会

的ストレス、慢性消耗性疾患などさまざまである。通常、

牛の栄養状態が良好な場合、ホルモン剤投与には良く反

応するが、栄養不良なものについてはその原因を排除・

改善する必要がある［５］。

近年、牛の駆虫にはポアオンタイプを使用しているが、

未だ定期的な駆虫を実施しない農場も多くみられる［９］。

顕著な臨床症状を示さない消化管寄生虫症は臨床現場で

見逃されやすい［１４］。体内の寄生虫は、育成牛の適切な

成長を阻害し、栄養状態を悪化させるため、卵巣発育不

全を招来することが考えられる。

駆虫の実施は栄養状態を改善し、増体、受胎、乳量、

販売価格などさまざまな生産性の効果をもたらすとされ

ているが、処置牛の血液性状がどのように変化するかを

追跡調査した報告は少ない［６、８、１０、１５－１６］。

そこで今回、性成熟に達し、授精すべき月齢を過ぎて

も発情が発現せず、卵巣発育不全と診断されたホルスタ

イン種牛９頭の消化管寄生虫の駆除を実施した。そして、

駆虫処置前後の卵巣所見および血液性状値から、駆虫製

剤投与が卵巣発育不全にどのような影響をもたらすかを

調査した。

材料と方法

１．供試牛

北海道釧路管内標茶町の一農場の同じパドックで飼育

されているホルスタイン種未経産牛群から１３．０～１８．３月

齢（平均１５．８カ月齢）の９頭を供試した（表１）。これ
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らには配合飼料を増量したが、１カ月以上経過しても発

情は発現しなかった。なお、この時点では、本農場の未

経産牛はホルモン製剤投与に対する反応が弱く、治療に

長期間を必要とする卵巣発育不全が多発していた。

２．直腸検査およびホルモン製剤投与

駆虫処置前に１７日間隔で行った直腸検査により、明確

な黄体形成の見られない小豆大の卵巣が触知され、卵巣

発育不全と診断された９頭に対し、胎盤性性腺刺激ホル

モン製剤３，０００IU（hCG）を２回投与した（図１）。駆

虫製剤投与後３８日までに卵胞発育を認めた１頭および人

工授精（AI）を行った２頭を除く６頭には再度 hCGを

投与した。その後、hCGに反応しない対象牛には２週

間間隔で直腸検査を行い、AIが行われるまで卵巣機能

の正常化に有効な各種ホルモン製剤を投与した。なお、

血液検査値に対する影響を最小限にするため、試験期間

中の飼料給与変更は行わなかった。

３．駆虫製剤投与

駆虫製剤投与直前に糞便の直接塗抹法で虫卵の確認を

行った（図１）。

駆虫にはポアオンタイプのイベルメクチン製剤（アイ

ボメックトピカル、メリアルジャパン社製）を用い、２

回目の hCG投与後３日に体重１�当たり５００�を１回

投与した（表１）。

４．血液検査

対象牛の尾静脈からの血液採取は駆虫処置直前と投与

後３８日に行った。

血液検査項目は赤血球数、ヘマトクリット値、ヘモグ

ロビン、アルブミン、血糖値、白血球数、シアル酸、γ‐

グロブリン、A／G比、総コレステロール、中性脂肪、

遊離脂肪酸である。

５．統計処理

駆虫処置直前の血液性状と正常牛のものを比較して、

寄生虫が各血液検査項目に与える影響を調査した。

比較対照の基準範囲には８カ月齢育成牛６４頭と成乳牛

３０５頭から得られた血液性状の平均値±標準偏差を用

い［１－２］、駆虫処置が各血液検査項目におよぼす影響を

検討した。有意差の検定には Student-T検定を用いた。

成 績

１．卵巣所見

対象牛９頭の駆虫製剤投与前の卵巣は小豆大であり、

卵胞および黄体は触知されなかった（除く１頭の右卵巣）。

これらはいずれも２回の hCG投与（除く１頭）に反応

しなかった。

駆虫製剤投与後３８日の直腸検査では６頭／９頭の卵巣

表１ 卵巣発育不全と診断されたホルスタイン種未経産牛の卵巣所見と治療経過

供試牛 月齢
２０１０．１１．１５ ２０１０．１２．２ ２０１１．１．１２

治療日数 治療回数
卵巣所見 治療 卵巣所見 治療 卵巣所見 治療

１ １８．３ 右 CL?＊ PG 小豆大 hCG 大豆大 hCG ８０ ４
２ １８．１ 小豆大 hCG 小豆大 hCG 大豆大 hCG ９４ ５
３ １６．７ 小豆大 hCG 小豆大 hCG AI済み － ４８ ２
４ １６．６ － － 小豆大 hCG 大豆大 hCG ８８ ４
５ １５．６ 小豆大 hCG 小豆大 hCG 右 F＊＊ － １２５ ５
６ １５．４ 小豆大 hCG 小豆大 hCG 大豆大 hCG １４３ ７
７ １４．６ 小豆大 hCG 小豆大 hCG AI済み － ３６ ２
８ １３．７ 小豆大 hCG 小豆大 hCG 大豆大 hCG １８６ ９
９ １３．０ 小豆大 hCG 小豆大 hCG 大豆大 hCG １１７ ６

平均値±標準偏差 １５．８±１．８ １０１．９±４６．８ ４．９±２．３
月齢：初回 hCG投与月齢 ＊右卵巣に黄体が存在？ ＊＊右卵巣に発育卵胞触知 PG：ジノプロスト１５�
hCG：胎盤性性腺刺激ホルモン３，０００単位 AI：人工授精 治療日数：初回 hCG投与日から初回授精日まで
治療回数：初診からの治療回数 ２０１０．１２．５に駆虫製剤イベルメクチンを投与

図１ 卵巣発育不全と診断されたホルスタイン種未経産
牛の消化管寄生虫駆除製剤投与のプロトコール

８ （１６４）

北 獣 会 誌 ５６（２０１２）



が大豆大に発育し、１頭の卵巣に卵胞が確認された。な

お、２頭は処置後３８日以内に発情が発現して、いずれも

AIを行った（表１）。

２．消化管寄生虫

駆虫直前の簡易糞便検査では、多くの牛でコクシジウ

ムオーシストおよび一般線虫卵が容易に確認でき、一部

の牛では鞭虫卵も認められた。対象牛の体表検査では、

疥癬などの外部寄生虫は確認されなかった。

３．血液検査値

供試牛の駆虫直前の血液検査結果は表２に示した。各

検査項目の平均値はそれぞれ赤血球数６２９×１０４／µL、

ヘマトクリット値２７．９％、ヘモグロビン９．８�／dL、

アルブミン２．７８�／dL、血糖値７３．３�／dL、白血球数

１２，８００／µL、シアル酸６１．６�／dL、γ‐グロブリン１．９８

�／dL、A／G比０．７６、総コレステロール８５�／dL、中

性脂肪１０．６�／dLおよび遊離脂肪酸１３１．９µEq／Lで

あった。この測定値を推定の基準範囲（平均値±標準偏

差）と比較すると、赤血球数（図２‐１）、ヘマトクリッ

ト値（図２‐２）、ヘモグロビン（図２‐３）、アルブミン

（図２‐４）および総コレステロールが低かった（図２‐

５）。なお、シアル酸は高値を示した（図２‐６）。

供試牛の駆虫製剤投与後の各検査項目の平均値はそれ

ぞれ赤血球数６５７×１０４／µL、ヘマトクリット値３０．３％、

ヘモグロビン１０．７�／dL、アルブミン３．３９�／dL、血

糖値８１．２�／dL、白血球数１１，４００／µL、シアル酸５２．４

�／dL、γ‐グロブリン１．８１�／dL、A／G比１．０２、総コ

レステロール８４．９�／dL、中性脂肪１０．９�／dLおよび

遊離脂肪酸１２４．３µEq／Lであった（表２）。

駆虫直前と投与後の比較ではヘマトクリット値、ヘモ

グロビン、アルブミン、血糖値および A／G比に有意な

増加がみられ（p＜０．０１）、シアル酸と γ‐グロブリンに

有意な低下が認められた（p＜０．０１）。なお、赤血球数、

白血球数、総コレステロール、中性脂肪および遊離脂肪

酸には有意な差を認めなかった。

表２ 卵巣発育不全と診断されたホルスタイン種未経産
牛の駆虫製剤投与前後の血液性状

投与前（n＝９） 投与後（n＝９）１）

赤血球数（×１０４／µL） ６２９±７１ ６５７±６２

ヘマトクリット値（％） ２７．９±１．９a ３０．３±１．８b

ヘモグロビン（�／dL） ９．８±０．７a １０．７±０．５b

アルブミン（�／dL） ２．８±０．４a ３．４±０．２b

血糖値（�／dL） ７３．３±４．２a ８１．２±３．４b

白血球数（×１０２／µL） １２８±３２ １１４±２４

シアル酸（�／dL） ６１．６±８．５a ５２．４±９．１b

γ‐グロブリン（�／dL） １．９８±０．３２a １．８１±０．３０b

A／G比 ０．７６±０．１２a １．０２±０．２０b

総コレステロール（�／dL） ８５．０±８．６ ８４．９±９．４

中性脂肪（�／dL） １０．６±２．３ １０．９±１．７

遊離脂肪酸（µEq／L） １３１．９±２７．１ １２４．３±２４．５

１）駆虫処置後３８日
平均値±標準偏差
同一行において、a、b間に有意差あり（p＜０．０１）

図２‐１ 卵巣発育不全と診断されたホルスタイン種未
経産牛の赤血球数

遠藤ら［１－２］の８カ月齢牛と成乳牛の平均値±標準偏差を用い
て基準範囲を設定した。
┳
■
┻
：平均値±標準偏差

◆ ◆ 設定基準範囲（平均値±標準偏差）

図２‐２ 卵巣発育不全と診断されたホルスタイン種未
経産牛のヘマクリット値

遠藤ら［１－２］の８カ月齢牛と成乳牛の平均値±標準偏差を用い
て基準範囲を設定した。
┳
■
┻
：平均値±標準偏差

◆ ◆ 設定基準範囲（平均値±標準偏差）

図２‐３ 卵巣発育不全と診断されたホルスタイン種未
経産牛の血中ヘモグロビン

遠藤ら［１－２］の８カ月齢牛と成乳牛の平均値±標準偏差を用い
て基準範囲を設定した。
┳
■
┻
：平均値±標準偏差

◆ ◆ 設定基準範囲（平均値±標準偏差）
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考 察

対象育成牛は初診の約１カ月以上前から配合飼料の増

給を行ったが、被毛粗剛、体高不足などの改善はみられ

なかった。駆虫前の２回の直腸検査において、卵巣実質

が小さく、触知できる卵胞や黄体が確認されなかったた

め、卵巣発育不全と診断した。

今回の糞便検査では虫卵またはオーシストを計数しな

かったが、冬期間にもかかわらず、直接塗抹法［１２］で容

易に虫卵が観察された。一般に、糞便中の虫卵数は季節

的変動があるとされ、冬期間は低値であることが多い［１５］。

今回、簡単に一般線虫卵、鞭虫卵、コクシジウムオーシ

ストなどが確認されたことから、本農場のホルスタイン

種育成牛の多くに消化管寄生虫が存在していると推測さ

れる。

このような所見から、消化管寄生虫が育成牛の栄養不

良、発育不良の原因となり、卵巣発育不全に影響を与え

ていると考え、駆虫を実施した。

駆虫製剤投与直前の血液検査から赤血球数、ヘマトク

リット値、ヘモグロビン、アルブミンおよび総コレステ

ロールは基準値と比べて低く、対象牛は貧血、低蛋白と

いう栄養状態にあることが推察された。また、シアル酸

が増加していることから、体内に炎症反応が存在すると

考えられる。

駆虫処置後のヘマトクリット値とヘモグロビンが有意

に増加（p＜０．０１）したことから、対象牛の貧血は改善

された。また、シアル酸も有意に低下（p＜０．０１）し、

アルブミンの著増（p＜０．０１）から、寄生虫による消化

管の炎症が軽減され、出血やアルブミンの漏出は低下し

たと考えられる。

今回、対象牛の血液性状の改善と同時に卵巣の発育や

発情の発現など繁殖性の向上が認められた。

卵巣の発育には、視床下部から下垂体前葉を経て卵巣

へのホルモンの調節機序が重要である。いっぽう、スト

レスや炎症がある場合、視床下部から下垂体前葉を経て

副腎皮質へと伝達される生体防衛反応がある。消化管寄

生虫によるストレスや炎症反応が続いている場合、視床

下部から副腎皮質への経路が優先され、視床下部から卵

巣への経路を抑制すると考えられる［４、７、１３］。

駆虫製剤投与後の血糖値、アルブミンなどの上昇から、

対象牛の栄養状態は改善された。血中グルコースは視床

下部の性腺刺激ホルモン放出ホルモン（GnRH）パルス

ジェネレーターの活動頻度を調節する因子であるため、

血糖値の増加は視床下部から GnRHのパルス状分泌を

促し、下垂体の LHパルスの頻度を増加させることで、

卵巣を発育させたと考えられる［３、１１］。また、アルブミ

ンは各種ホルモンの輸送担体として働くため［１７］、アル

ブミンの増加はホルモンの標的細胞への輸送を容易にし

たかもしれない。

ホルモン製剤による卵巣発育不全の治療を行うために

図２‐４ 卵巣発育不全と診断されたホルスタイン種未
経産牛の血中アルブミン

遠藤ら［１－２］の８カ月齢牛と成乳牛の平均値±標準偏差を用い
て基準範囲を設定した。
┳
■
┻
：平均値±標準偏差

◆ ◆ 設定基準範囲（平均値±標準偏差）

図２‐５ 卵巣発育不全と診断されたホルスタイン種未
経産牛の血中総コレステロール

遠藤ら［１－２］の８カ月齢牛と成乳牛の平均値±標準偏差を用い
て基準範囲を設定した。
┳
■
┻
：平均値±標準偏差

◆ ◆ 設定基準範囲（平均値±標準偏差）

図２‐６ 卵巣発育不全と診断されたホルスタイン種未
経産牛の血中シアル酸

遠藤ら［１－２］の８カ月齢牛と成乳牛の平均値±標準偏差を用い
て基準範囲を設定した。
┳
■
┻
：平均値±標準偏差

◆ ◆ 設定基準範囲（平均値±標準偏差）

１０ （１６６）
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は、まず牛体の栄養状態を改善することが重要である。

寄生虫の駆除は、炎症を減少させ、栄養の漏出を低下さ

せることで、牛体の栄養状態を改善し、繁殖性を向上さ

せる可能性があることが示唆された。

本調査にあたり、血液検査のご協力をいただいた釧路

地区農業共済組合損防検査室職員に感謝いたします。
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